
令和８年度 治水事業促進全国大会 意見発表

「水害リスクにどう向き合うか」
令和8年11月10日 愛媛県大洲市長 二宮隆久



大洲市の紹介

大洲市（令和8年7月31日現在）
人口：37,725人 

男：18,274人 
女：19,451人
世帯：19,227世帯

        （※52,364人 H17.1.31現在）
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流域の概要
流 域 面 積 ： 1210km2

幹線流路延長： 103km

年 降 水 量 ： 1800mm
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○河口域は山に挟まれたＶ字谷で、河床勾配が緩やか(約1/2300)
また支川数は474河川(全国5位)と多い
 →洪水が流れにくく､中流部の大洲盆地に洪水が集中し易い
河道改修と洪水調節が必要

肱川流域
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勾配:1/2300
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(河道の拡幅等に限界)

肱川の地形特性
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平成17年9月6日洪水
(台風14号)

平成16年8月31日洪水
(台風16号)

大洲市東大洲

大洲市西大洲

平成23年9月21日洪水
(台風15号)

大洲市徳森

大洲地点水位 6.85ｍ
大洲地点最大流量 約3,200 ㎥/ｓ

住宅床上浸水 297戸
住宅床下浸水 277戸
総浸水戸数 960戸
浸水面積約 839ha

大洲地点水位 6.49ｍ
大洲地点最大流量 約3,300 ㎥/ｓ

住宅床上浸水 145戸
住宅床下浸水 167戸
総浸水戸数 467戸
浸水面積約 713ha

大洲地点水位 6.20ｍ
大洲地点最大流量 約3,200 ㎥/ｓ

住宅床上浸水 69戸
住宅床下浸水 79戸
総浸水戸数 302戸
浸水面積約 574ha

大洲市東大洲

大洲市阿蔵大洲市菅田町宇津
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近年の洪水被害



平成３０年７月豪雨の概要

肱川流域において、梅雨前線や台風７号から変
わった温帯低気圧の影響で７月４日 22 時頃から
断続的に雨が降り続いた

→７日（土）
３時～７時：時間雨量 20 ㎜超
７時：野村ダム上流域５３mm

→48 時間降雨量
野村ダム上流域で 421 ㎜
鹿野川ダム上流域で 380 ㎜

→肱川本川においても、大洲第２水位観測所（肱川
橋地点）の水位がこれまでの観測結果最大の 
8.11ｍ（７日１２時20分現在）を記録
 

平成３０年７月豪雨災害の概要



平成３０年７月豪雨災害の概要
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東大洲地域



平成３０年７月豪雨災害の概要
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被災数

5 名

(うち関連死 1 名）

重傷者 2名

全壊 395棟

大規模半壊 523棟

半壊 1,141棟

一部破損 16棟

床上浸水 22棟

床下浸水 789棟

損壊 7棟

浸水 1,064棟

事業所 1,037事業所

被害の内容

人的被害

住家被害

非住家被害

死 者



○H30.7水害を踏まえ、緊急治水対策「つなごう肱川プロジェクト」を実施

１．緊急的対応  ： 可能な範囲で、緊急的に安全度を向上｡
２．概ね５年後  ： 激特事業等により、安全度が大きく向上｡

(H30.7洪水で、ギリギリあふれない)
３．概ね１０年後 ： 河川整備計画の推進により、更に安全度が大きく向上｡

(H30.7と同規模の洪水でも、大洲盆地下流で余裕を持ってあふれない)

○河川
・樹木伐採、河道掘削
・暫定堤防※の嵩上げ 等

○ダム
・事前放流の容量の確保
（野村ダム）

・運用方法の変更 等
（野村ダム・鹿野川ダム）
（鹿野川ダム改造で
増大した容量の活用）

○河川
・激特事業･補助事業 等
（堤防整備･河道掘削等）

○ダム
・運用方法の変更 等
（野村ダム・鹿野川ダム）
（河川改修による
流下能力向上により可能）

○河川
・更なる河川整備 等

○ダム
・山鳥坂ダム完成
・野村ダムの改良
・運用方法の変更 等
（野村ダム・鹿野川ダム）

１．緊急的対応 (～R1頃) ２．概ね５年後 (～R5頃) ３．概ね10年後 (～R10頃)

※暫定堤防：計画堤防高より高さの低い堤防

つなごう肱川プロジェクト
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つなごう肱川プロジェクト（緊急的対応～R1）
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暫定堤防の嵩上げ



つなごう肱川プロジェクト（概ね５年後）R5
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肱川河川激甚災害対策特別緊急事業

▽ 堤防整備により、流量規模1/30の洪水の場合には浸水被害（想定被害額 約920億円）の発生を防止できる。
（被害軽減効果として、浸水面積 約480ha、浸水家屋数 1,887戸 を想定）

肱川河川激甚災害対策特別緊急事業（激特事業）
■事業期間  平成３０年度～令和５年度
■事業費 ２４２億円 （国事業費）
■主な整備内容

国管理区間：１５地区で築堤を実施、整備延長６.９km

外水氾濫による

被害解消

整備前
約920億円

整備後
0円

約242億円

想定被害額事業費

■河川整備による被害軽減効果
（流量規模1/30）



つなごう肱川プロジェクト（概ね１０年後）R10
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山鳥坂ダムの着工

▽ 山鳥坂ダムは、一級河川肱川の支川、愛媛県大洲市を流れる河辺川に建設する重力式コンクリートダムで、「洪
水調節」と「流水の正常な機能の維持」を目的として着工している。



肱川水系流域治水プロジェクト（R6.3更新 2.0策定）

12

▽ 令和元年東日本台風では、各地で戦後最大を超える洪水により甚大な被害が発生したことを踏まえ、肱川水系
についても以下の取り組みを一層推進していくものとし、更に戦後最大流量を記録した平成30年７月豪雨と同規模
の洪水に対し、２℃上昇時の降雨量増加を考慮した雨量１．１倍となる規模の洪水を安全に流し、流域における浸水
被害の軽減を図る。
そのため、堤防整備、可動掘削等、既設ダムの有効活用及び遊水地等の新たな洪水調整機能を確保し、かわづくり
の推進とあわせて洪水を安全に流下させる。

平成３０年７月豪雨に対応できる治水対策の完成

近年の気候変動・台風の巨大化平成３０年７月豪雨を超える災害への懸念

「流域治水」の計画的推進も必要



肱川水系流域治水プロジェクト（R6.3更新 2.0策定）
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H23（2011）.6.月

約2.3万㎥の貯留が可能

都谷川排水機場の整備（完成予想）
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一般被害額
約７３６億円

被災後に要した費用・被害額

約２１２億円

事前防災費用

被災者・被災地支援
災害廃棄物の処理費等
大洲市 約１３２億円
西予市 約８０億円現状回復費

約７８億円

約１，０２６億円

（平成３０年７月豪雨での肱川の事例）

公共土木施設の復旧費用など

被災前に対策
した場合の費用

（西予市調べ）

※１）国交省公表資料

※２）大洲市資料

※３）国土交通省資料

※１

※２

※１

※３

事前防災の取り組み

事前防災対策により、尊い人命を守り、社会経済損失を防ぐ

▽ 事前防災対策により、人命を守り、被害を大きく軽減できる。
▽ 事前防災対策により、災害復旧や被災者の生活再建等に係る負担、社会経済活動への影響などを軽減できる。



事前防災の取り組み

防災士の要請、育成

▽ 毎年、愛媛県と大洲市が共同で、防災士養成講座を開催。
▽ 資格取得に係る費用については、市が全額負担。（40人分を毎年予算化）
▽ 毎年、市独自で資格取得者を対象に「防災士スキルアップ研修」を開催。
▽ 愛媛県の防災士が、令和８年７月末時点で28,673人となり、人口10万人あたりでは全国1位。

防災士養成講座 防災士スキルアップ研修 16



事前防災の取り組み

▽気候変動の影響等による水害のリスク対応のため、国土交通省大洲河川国道事務所、
愛媛県、大洲市、東京大学との連携により、『地域の防災意識の向上と水害リスクを踏ま
えた防災まちづくり』に関する取組を令和５年度より実施している。

防災のまちづくり

17



肱川との共生（かわびらき）
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▽まち空間から河川空間への往来機会の創出かわびらきイベント



肱川との共生（かわびらき）
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歴史的資源を活用した観光まちづくり

大洲城キャッスルステイNIPPONIA HOTEL 大洲城下町
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ご清聴ありがとうございました
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